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2時間の課題学習を終えて,生徒の感想には次
のようなことが多く懲かれてあった｡｢今E)は新
しい発見ばかりでした｡感動----? !とてもお
もしろかったですO｣｢はじめは,むちゃな話だと
思ったけど,いろいろやっているうちに,わかっ
てきておもしろくなったO奥が深いと思ったO｣発
展課題で,図形そのものを移動させる発想は,坐
徒にとって新しい出会いであり,殿きであったよ
うである｡(作図ツールで頂点を動かすのとは遅
うという意味)説明に使ったTPシートも簡単に
作ることができるO順に計算しても求めることが
できるが,多様な考え方を基に,考えた過程を振
り返る活動をすることによって,どのように考え
て求めるのがより適切か,また既習等項で使える
考え方はないだろうかといったことを意識しなが
ら問題解決ができるようになるのではなかろうか｡
今回はヒポクラテスを扱ったが,3年生ではエ
ラトステネス,アルキメデス,ピタゴラスなど人
物に焦点を当て,数学史を交えて指導した.ノー
トに数学関連の年表を貼り付けて,折に触れて指
導内容に結びつけた｡
授業後,ヒポクラテスについて調べた生徒から,
｢ヒポクラテスは医学の父｣という話を聞いた｡
確かに,インターネットで検索すると医学の父と
してのヒポクラテス (医学を志す者にとっては,
あまりにも有名)ばかりである｡同じ頃の人物で
あるが,別人である｡
9まとめと今後の課題
(写頁3)の上方にクラスの学級目標 ｢まつり
ずし｣とあるのか写っている｡｢祭り寿司｣といえ
ば岡山の名物である｡多様な考え方を生かし,生
徒一人一人を集団の中で生かす授業は,まさに｢ま
つりずし｣に他ならない｡瀬戸内の譲材が生かさ
れた料理は,学級という取団の中で各自の考えを
発表し互いに認め合う授業そのものである｡
多様な考え方を生かすためには,今回の実践で
取り入れたように,解決の過程が様々な課題や解
決の結果が様々な課題が有効である｡また,授業
形態からは小集団や学級集団での話し合い活動を
取り入れることが重要である｡根底には,荊述の
一人一人が認められ個性が発揮できる学級作りが
必要である｡
ここで注意しなければならないのは,この形が
授業としてベストであるとう形の提案ではなく,
忘れてはならないことは,生徒が本当に問題意識
を持ったり,興味 ･関心に基づいたりしているこ
とから出発し,深められているかという生徒の立
場になった考え方である｡
また,授業を楽しくするためにゲームやパズル
を使えばよいという考え方にも気をつけたい｡生
徒が楽しいのはゲームやパズルをすることが,早
に面白い,楽しければよいということに留まって
はいないだろうかO活動を通して数字を学ぶこと
の楽しさが味わえるようになることを重視しなけ
ればならないO
同じようなことが,ただ具体物を授業に使って
操作的な活動をすれば,生徒も活発になり,数字
的活動になるという考え方である｡これも,具体
的な操作活動により内面的な活動を活性化させ,
また,内面的な活動により異体的な活動を誘発さ
せるなどの双方向性があって初めて数学的な活動
と言えると考えたい｡
今回の授業実践では,単なるパズルや操作的な
活動に終わらないよう留竜したが,検証はできて
いない｡
これからも,日々の授業実践を通して,生徒の
よりよい変容をめざして,努力していきたい｡
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